
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
七
号

美
容
師
法
施
行
規
則

美
容
師
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
第
四
条
第
三
項
及
び
第
六
項
、
第
五
条
の
六
、
第
十
一
条
第

一
項
並
び
に
附
則
第
十
一
項
、
理
容
師
法
及
び
美
容
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
九
号
）

附
則
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
美
容
師
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
七
号
）
第
四
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
美
容
師
法
を
実
施
す
る
た
め
、
美
容
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十

三
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
こ
の
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
免
許
及
び
登
録
（
第
一
条―

第
十
条
）

第
二
章
　
美
容
師
試
験
（
第
十
一
条―

第
十
八
条
）

第
三
章
　
美
容
所
等
（
第
十
九
条―

第
二
十
八
条
）

附
則

第
一
章
　
免
許
及
び
登
録

（
免
許
の
申
請
手
続
）

第
一
条
　
美
容
師
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
美
容
師
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
厚

生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一

号
）
第
七
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九

号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱

し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
に
あ
っ

て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
）
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
第
三
条
第

二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
旅

券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
。
第
三
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

二
　
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書

（
法
第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
一
条
の
二
　
法
第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
美
容
師

の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と

す
る
。

（
治
療
等
の
考
慮
）

第
一
条
の
三
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
美
容
師
の
免
許
の
申
請
を
行
っ
た
者
が
前
条
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
と
認

め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
に
免
許
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
き
は
、
当
該
者
が
現
に
受
け
て
い
る

治
療
等
に
よ
り
障
害
の
程
度
が
軽
減
し
て
い
る
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
美
容
師
名
簿
の
登
録
事
項
）

第
二
条
　
美
容
師
名
簿
（
以
下
「
名
簿
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
登
録
す
る
。

一
　
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

二
　
本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
籍
）

三
　
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

四
　
美
容
師
試
験
合
格
の
年
月

五
　
業
務
停
止
の
処
分
年
月
日
、
期
間
及
び
理
由
並
び
に
処
分
を
し
た
者

六
　
免
許
取
消
し
の
処
分
年
月
日
及
び
理
由

七
　
再
免
許
の
と
き
は
、
そ
の
旨

八
　
美
容
師
免
許
証
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
美
容
師
免
許
証
明
書
（
以
下
「
免
許
証
明
書
」

と
い
う
。
）
を
書
換
え
交
付
し
、
又
は
再
交
付
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
理
由
及
び
年
月
日

九
　
登
録
の
消
除
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
理
由
及
び
年
月
日

（
名
簿
の
訂
正
）

第
三
条
　
美
容
師
は
、
前
条
第
二
号
又
は
第
三
号
の
登
録
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
三
十
日
以
内
に
、
名
簿

の
訂
正
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
を
す
る
に
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
申
請
書
に
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
を

添
え
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
消
除
）

第
四
条
　
名
簿
の
登
録
の
消
除
を
申
請
す
る
に
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
美
容
師
が
死
亡
し
、
又
は
失
そ
う
の
宣
告
を
受
け
た
と
き
は
、
戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四

号
）
に
よ
る
死
亡
又
は
失
そ
う
の
届
出
義
務
者
は
、
三
十
日
以
内
に
、
名
簿
の
登
録
の
消
除
を
申
請
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
免
許
証
の
書
換
え
交
付
）

第
五
条
　
美
容
師
は
、
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
免
許
証
の
書
換
え
交
付

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
申
請
を
す
る
に
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
申
請
書
に
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
添
え
、
こ
れ
を
厚
生
労

働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
証
の
再
交
付
）

第
六
条
　
美
容
師
は
、
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
っ
た
と
き
は
、
免
許
証
の
再
交
付
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
申
請
を
す
る
に
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
手
数
料
と
し
て
四
千
百
五
十
円
を
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
破
り
、
又
は
汚
し
た
美
容
師
が
第
一
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
申
請
書
に
そ

の
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
美
容
師
は
、
免
許
証
の
再
交
付
を
受
け
た
後
、
失
っ
た
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
発
見
し
た
と
き
は
、
五
日

以
内
に
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
の
返
納
等
）

第
七
条
　
美
容
師
は
名
簿
の
登
録
の
消
除
を
申
請
す
る
と
き
は
、
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
返

納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
名
簿
の
登
録
の
消
除
を
申
請
す
る
者
に
つ
い
て
も
、

同
様
と
す
る
。

２
　
法
第
十
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
の
取
消
処
分
を
受
け
た
者
は
、
速
や
か
に
、
厚
生
労
働
大

臣
に
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
の
停
止
処
分
を
受
け
た
者
は
、
速
や
か
に
、
処
分
を
行
っ
た
都
道
府
県

知
事
、
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市

（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。
）
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
提
出

す
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
免
許
税
及
び
手
数
料
の
納
付
）

第
八
条
　
第
一
条
又
は
第
三
条
第
二
項
の
申
請
書
に
は
、
登
録
免
許
税
の
領
収
証
書
又
は
登
録
免
許
税
の
額
に
相
当

す
る
収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
六
条
第
二
項
の
申
請
書
に
は
、
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
規
定
の
適
用
等
）

第
九
条
　
法
第
五
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
指
定
登
録
機
関
」
と
い
う
。
）
が
美
容

師
の
登
録
の
実
施
等
に
関
す
る
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
一
条
、
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
五

条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
六
条
の
見
出
し
、
同
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
七
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
五
条
の
見
出
し
、
同
条
第
一
項
、
第
六
条
の
見
出
し

及
び
同
条
第
一
項
を
除
く
。
）
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
登
録
機
関
」
と
、
第
五
条
の
見
出
し

及
び
同
条
第
一
項
中
「
免
許
証
の
書
換
え
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
証
明
書
の
書
換
え
交
付
」
と
、
第
六
条
の

見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
五
項
中
「
免
許
証
の
再
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
証
明
書
の
再
交
付
」
と

す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
六
条
第
三
項
及
び
第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
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（
業
務
停
止
に
関
す
る
通
知
）

第
十
条
　
美
容
師
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
七
号
）
第
五
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
処
分
を
受
け
た
者
の
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

三
　
処
分
の
内
容
及
び
処
分
を
行
っ
た
年
月
日

第
二
章
　
美
容
師
試
験

（
法
第
四
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
十
一
条
　
法
第
四
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
同
条
第
四
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す

る
昼
間
課
程
又
は
夜
間
課
程
に
お
い
て
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
者
に
あ
っ
て
は
二
年
、
同
項
第
三
号
に
規
定

す
る
通
信
課
程
に
お
い
て
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
者
に
あ
っ
て
は
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
理
容
師
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
）
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
を
受
け
た
理
容
師
養
成
施
設
に
お
い
て

理
容
師
法
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
四
号
）
第
十
一
条
前
段
に
規
定
す
る
期
間
以
上
理
容
師
に
な
る
の

に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
昼
間
課
程
又
は
夜
間
課
程
に
お
い
て
知
識
及
び
技

能
を
修
得
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
一
年
、
通
信
課
程
に
お
い
て
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
一

年
六
月
と
す
る
。

（
試
験
の
課
目
）

第
十
二
条
　
美
容
師
試
験
を
分
け
て
筆
記
試
験
及
び
実
技
試
験
と
し
、
そ
の
課
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す

る
。筆

記
試
験

関
係
法
規
・
制
度

衛
生
管
理

保
健

香
粧
品
化
学

文
化
論

美
容
技
術
理
論

運
営
管
理

実
技
試
験

美
容
実
技

（
試
験
の
免
除
）

第
十
三
条
　
筆
記
試
験
又
は
実
技
試
験
に
合
格
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
筆
記
試
験
又
は
実
技
試

験
に
合
格
し
た
美
容
師
試
験
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
る
次
回
の
美
容
師
試
験
に
限
り
、
そ
の
合
格
し
た
試
験
を
免

除
す
る
。

２
　
理
容
師
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
理
容
師
の
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
美
容
技
術

理
論
を
除
く
筆
記
試
験
を
免
除
す
る
。

（
試
験
施
行
期
日
等
の
公
告
）

第
十
四
条
　
試
験
を
施
行
す
る
期
日
及
び
場
所
並
び
に
受
験
願
書
の
提
出
期
限
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
官
報
で
公
告
す

る
。

（
受
験
の
手
続
）

第
十
五
条
　
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
に
よ
る
受
験
願
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
受
験
願
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
を
受
け
た
美
容
師
養
成
施
設
の
卒
業
証
明
書

二
　
写
真
（
出
願
前
六
月
以
内
に
脱
帽
し
て
正
面
か
ら
撮
影
し
た
縦
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
三
・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
は
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

（
合
格
証
書
の
交
付
）

第
十
六
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
美
容
師
試
験
に
合
格
し
た
者
に
合
格
証
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
合
格
証
明
書
の
交
付
及
び
手
数
料
）

第
十
七
条
　
美
容
師
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
合
格
証
明
書
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
前
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
手
数
料
と
し
て
千
百
五
十
円
を
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
数
料
の
納
入
方
法
）

第
十
七
条
の
二
　
第
十
五
条
第
一
項
の
出
願
又
は
前
条
第
一
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
手
数
料
の
額
に
相
当
す

る
収
入
印
紙
を
受
験
願
書
又
は
申
請
書
に
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
規
定
の
適
用
等
）

第
十
八
条
　
法
第
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う
。
）
が
試

験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
」
と
あ
る
の
は
、
「
指
定
試
験
機
関
」

と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機
関
に
納
め
ら
れ
た

手
数
料
は
、
指
定
試
験
機
関
の
収
入
と
す
る
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

第
三
章
　
美
容
所
等

（
開
設
の
届
出
）

第
十
九
条
　
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
美
容
所
の
開
設
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出

書
を
当
該
美
容
所
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
提
出
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
美
容
所
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
開
設
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

三
　
法
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
美
容
所
に
あ
っ
て
は
、
管
理
美
容
師
の
氏
名
及
び
住
所

四
　
美
容
所
の
構
造
及
び
設
備
の
概
要

五
　
美
容
師
の
氏
名
及
び
登
録
番
号
並
び
に
そ
の
他
の
従
業
者
の
氏
名

六
　
美
容
師
に
つ
き
、
結
核
、
皮
膚
疾
患
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
伝
染
性
疾
病
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
旨

七
　
開
設
予
定
年
月
日

八
　
開
設
し
よ
う
と
す
る
美
容
所
と
同
一
の
場
所
で
現
に
理
容
所
（
理
容
師
法
第
一
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る

理
容
所
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
開
設
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
理
容
所
の
名
称

九
　
開
設
し
よ
う
と
す
る
美
容
所
と
同
一
の
場
所
で
理
容
師
法
第
十
一
条
第
一
項
の
届
出
が
さ
れ
て
い
る
場
合

（
前
号
の
場
合
を
除
き
、
当
該
届
出
を
当
該
美
容
所
の
開
設
の
届
出
と
同
時
に
行
う
場
合
を
含
む
。
）
は
、
当
該

理
容
所
の
開
設
予
定
年
月
日

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
美
容
師
に
つ
き
、
同
項
第
六
号
に
規
定
す
る
疾
病
の
有
無
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
を

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
美
容
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
が
第
一
項
の
届
出
を
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
前
項
の
書
類
の
ほ
か
、
当
該
美
容
所
の
管
理
美
容
師
が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る

書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
外
国
人
が
第
一
項
の
届
出
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
二
項
の
書
類
の
ほ
か
、
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台

帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
添
え
る
も
の
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
二
十
条
　
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
変
更
の
届
出
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
出
書
を
当
該
美
容
所
所
在

地
の
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
が
前
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
事
項
の
変
更
又
は
美
容
師
の

新
た
な
使
用
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
き
、
同
号
に
規
定
す
る
疾
病
の
有
無
に
関
す
る
医
師
の

診
断
書
を
、
そ
の
届
出
が
管
理
美
容
師
の
設
置
又
は
変
更
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
新
た
に
管
理
美
容
師
と

な
る
者
が
法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
地
位
の
承
継
の
届
出
）

第
二
十
条
の
二
　
法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
譲
渡
に
よ
る
美
容
所
の
開
設
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
当
該
美
容
所
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
、
保

健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
届
出
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び

代
表
者
の
氏
名
）

二
　
営
業
を
譲
渡
し
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び

代
表
者
の
氏
名
）

三
　
譲
渡
の
年
月
日

四
　
美
容
所
の
名
称
及
び
所
在
地

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
営
業
の
譲
渡
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
一
条
　
法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
相
続
に
よ
る
美
容
所
の
開
設
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
当
該
美
容
所
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
、
保
健

所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
届
出
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日
並
び
に
被
相
続
人
と
の
続
柄

二
　
被
相
続
人
の
氏
名
及
び
住
所

三
　
相
続
開
始
の
年
月
日

四
　
美
容
所
の
名
称
及
び
所
在
地

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
戸
籍
謄
本
又
は
不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）
第
二
百
四
十
七
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
交
付
を
受
け
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し

二
　
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
美
容
所
の
開
設
者
の
地
位
を
承
継
す

べ
き
相
続
人
と
し
て
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
全
員
の
同
意
書

第
二
十
二
条
　
法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
に
よ
る
美
容
所
の
開
設
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
当
該
美
容
所
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
、
保
健

所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
届
出
者
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

二
　
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
法
人
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

三
　
合
併
の
年
月
日

四
　
美
容
所
の
名
称
及
び
所
在
地

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
の
二
　
法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
に
よ
る
美
容
所
の
開
設
者
の
地
位
の
承
継
の
届

出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
当
該
美
容
所
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
、

保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
届
出
者
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

二
　
分
割
前
の
法
人
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

三
　
分
割
の
年
月
日

四
　
美
容
所
の
名
称
及
び
所
在
地

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
分
割
に
よ
り
営
業
を
承
継
し
た
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
講
習
会
の
指
定
基
準
）

第
二
十
三
条
　
美
容
師
法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
を
教
授
し
、
そ
の
時
間
数
が
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
数
以
上
で
あ
る
こ

と
。科

目

時
間

公
衆
衛
生

四
時
間

美
容
所
の
衛
生
管
理

十
四
時
間

二
　
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
条
件
に
適
合
す
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
が
前
号
の
科
目
を
教
授
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

イ
　
医
師

ロ
　
歯
科
医
師

ハ
　
薬
剤
師

ニ
　
獣
医
師

ホ
　
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

三
　
受
講
者
に
対
し
、
講
習
会
の
終
了
に
当
た
り
試
験
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
講
習
修
了
の
認
定
を
適
切
に
行
う

も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
前
号
の
認
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
講
習
会
修
了
証
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

（
皮
膚
に
接
す
る
器
具
）

第
二
十
四
条
　
法
第
八
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
器
具
と
は
、
ク
リ
ッ
パ
ー
、
は
さ
み
、
く
し
、
刷
毛
、

ふ
け
取
り
、
か
み
そ
り
そ
の
他
の
皮
膚
に
直
接
接
触
し
て
用
い
ら
れ
る
器
具
と
す
る
。

（
消
毒
の
方
法
）

第
二
十
五
条
　
法
第
八
条
第
二
号
に
規
定
す
る
消
毒
は
、
器
具
を
十
分
に
洗
浄
し
た
後
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
か
み
そ
り
（
専
ら
頭
髪
を
切
断
す
る
用
途
に
使
用
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

及
び
か
み
そ
り
以
外
の
器
具
で
血
液
が
付
着
し
て
い
る
も
の
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
も
の
に
係
る
消
毒

イ
　
沸
騰
後
二
分
間
以
上
煮
沸
す
る
方
法

ロ
　
エ
タ
ノ
ー
ル
水
溶
液
（
エ
タ
ノ
ー
ル
が
七
十
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
八
十
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で

あ
る
水
溶
液
を
い
う
。
次
号
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
中
に
十
分
間
以
上
浸
す
方
法

ハ
　
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
水
溶
液
中
に
十
分
間
以
上
浸
す
方
法

二
　
前
号
に
規
定
す
る
器
具
以
外
の
器
具
に
係
る
消
毒

イ
　
二
十
分
間
以
上
一
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
八
十
五
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
紫
外
線
を
照
射
す
る

方
法

ロ
　
沸
騰
後
二
分
間
以
上
煮
沸
す
る
方
法

ハ
　
十
分
間
以
上
摂
氏
八
十
度
を
超
え
る
湿
熱
に
触
れ
さ
せ
る
方
法

ニ
　
エ
タ
ノ
ー
ル
水
溶
液
中
に
十
分
間
以
上
浸
し
、
又
は
エ
タ
ノ
ー
ル
水
溶
液
を
含
ま
せ
た
綿
若
し
く
は
ガ
ー

ゼ
で
器
具
の
表
面
を
ふ
く
方
法

ホ
　
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
〇
・
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
水
溶
液
中
に
十
分
間
以
上
浸
す
方
法

ヘ
　
逆
性
石
ケ
ン
が
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
水
溶
液
中
に
十
分
間
以
上
浸
す
方
法

ト
　
グ
ル
コ
ン
酸
ク
ロ
ル
ヘ
キ
シ
ジ
ン
が
〇
・
〇
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
水
溶
液
中
に
十
分
間
以
上
浸
す

方
法

チ
　
両
性
界
面
活
性
剤
が
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
水
溶
液
中
に
十
分
間
以
上
浸
す
方
法

（
清
潔
保
持
の
措
置
）

第
二
十
六
条
　
法
第
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
清
潔
の
保
持
の
た
め
の
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
床
及
び
腰
板
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
タ
イ
ル
、
リ
ノ
リ
ュ
ー
ム
又
は
板
等
不
浸
透
性
材
料
を
使
用
す
る
こ

と
。

二
　
洗
場
は
、
流
水
装
置
と
す
る
こ
と
。

三
　
ふ
た
付
き
の
汚
物
箱
及
び
毛
髪
箱
を
備
え
る
こ
と
。

（
採
光
、
照
明
及
び
換
気
の
実
施
基
準
）

第
二
十
七
条
　
法
第
十
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
採
光
、
照
明
及
び
換
気
の
実
施
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
　
採
光
及
び
照
明
　
美
容
師
が
美
容
の
た
め
の
直
接
の
作
業
を
行
う
場
合
の
作
業
面
の
照
度
を
百
ル
ク
ス
以
上

と
す
る
こ
と
。

二
　
換
気
　
美
容
所
内
の
空
気
一
リ
ッ
ト
ル
中
の
炭
酸
ガ
ス
の
量
を
五
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
に
保
つ
こ

と
。

3



（
環
境
衛
生
監
視
員
）

第
二
十
八
条
　
法
第
十
四
条
第
一
項
の
職
権
を
行
う
者
を
環
境
衛
生
監
視
員
と
称
し
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
四
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
携
帯
す
る
証
明
書
は
、
別
に
定
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
規
定
）

第
二
条
　
理
容
師
法
及
び
美
容
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
九
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と

い
う
。
）
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
美
容
師
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
第
一
条
の
申
請
を
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
美
容
師
法
の
規
定
に
よ

る
美
容
師
試
験
（
改
正
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
行
わ
れ
る
美
容
師
試
験
を
含

む
。
）
の
実
地
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
を
証
す
る
証
書
の
写
し
又
は
当
該
証
書
に
代
わ
る
合
格
証
明
書
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
　
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
章
及
び
次
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

第
四
条
　
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
係
る
国
の
関
与
等
の
整
理
、
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第

九
十
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
美
容
師
法
の
規
定
に
よ
る
美
容
師
試
験
又
は
改
正
法
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
美
容
師
法
の
規
定
に
よ
る
美
容
師
試
験
（
改
正
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

例
に
よ
り
行
わ
れ
る
美
容
師
試
験
を
含
む
。
）
の
学
科
試
験
若
し
く
は
実
地
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
厚
生
労
働

大
臣
に
当
該
試
験
の
合
格
証
明
書
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
第
十
七
条
第
二
項
、
第
十
七
条
の
二
及
び
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
合
格
証
明
書
の
交
付
の
申
請
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
り
、
及
び
第
十
七
条
の
二
中
「
第
十

五
条
第
一
項
の
出
願
又
は
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
四
条
第
一
項
」
と
、
「
受
験
願
書
又
は
申
請
書
」

と
あ
る
の
は
「
申
請
書
」
と
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
十
七
条
第
二
項
及
び
附
則
第
四
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
　
改
正
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
行
わ
れ
る
美
容
師
試
験
の
学
科
試
験
に
合
格

し
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
十
二
条
の
筆
記
試
験

を
免
除
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
筆
記
試
験
の
免
除
を
申
請
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す

る
書
類
を
受
験
願
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
　
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
と
す
る
。

一
　
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者

二
　
美
容
師
養
成
施
設
指
定
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
が
入
所
資
格
に
つ
い
て
特
別
の
基
準
を
設
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
別
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
美
容

師
養
成
施
設
の
全
教
科
課
程
を
修
了
し
た
者

第
七
条
　
法
附
則
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
旧
中
等
学
校
令
（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
中
等
学
校

を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
旧
国
民
学
校
令
（
昭
和
十
六
年
勅
令
第
百
四
十
八
号
）
に
よ
る
国
民
学
校
（
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

「
国
民
学
校
」
と
い
う
。
）
初
等
科
修
了
を
入
学
資
格
と
す
る
修
業
年
限
四
年
の
旧
中
等
学
校
令
に
よ
る
高
等
女

学
校
卒
業
を
入
学
資
格
と
す
る
同
令
に
よ
る
高
等
女
学
校
の
高
等
科
又
は
専
攻
科
の
第
一
学
年
を
修
了
し
た
者

二
　
国
民
学
校
初
等
科
修
了
を
入
学
資
格
と
す
る
修
業
年
限
四
年
の
旧
中
等
学
校
令
に
よ
る
実
業
学
校
卒
業
を
入

学
資
格
と
す
る
同
令
に
よ
る
実
業
学
校
専
攻
科
の
第
一
学
年
を
修
了
し
た
者

三
　
旧
師
範
教
育
令
（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
百
九
号
）
に
よ
る
師
範
学
校
予
科
の
第
三
学
年
を
修
了
し
た
者

四
　
旧
師
範
教
育
令
に
よ
る
附
属
中
学
校
又
は
附
属
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
た
者

五
　
旧
師
範
教
育
令
（
明
治
二
十
年
勅
令
第
三
百
四
十
六
号
）
に
よ
る
師
範
学
校
本
科
第
一
部
の
第
三
学
年
を
修

了
し
た
者

六
　
内
地
以
外
の
地
域
に
お
け
る
学
校
の
生
徒
、
児
童
、
卒
業
者
等
の
他
の
学
校
へ
入
学
及
び
転
学
に
関
す
る
規

程
（
昭
和
十
八
年
文
部
省
令
第
六
十
三
号
）
第
二
条
若
し
く
は
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
中
等
学
校
を
卒
業
し
た

者
又
は
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
一
の
取
扱
い
を
受
け
る
者

七
　
旧
青
年
学
校
令
（
昭
和
十
四
年
勅
令
第
二
百
五
十
四
号
）
に
よ
る
青
年
学
校
本
科
（
修
業
年
限
二
年
の
も
の

を
除
く
。
）
を
卒
業
し
た
者

八
　
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
一
号
）
に
基
づ
く
旧
専
門
学
校
入
学
者
検
定
規
程
（
大
正
十

三
年
文
部
省
令
第
二
十
二
号
）
に
よ
る
試
験
検
定
に
合
格
し
た
者
又
は
同
規
程
に
よ
り
文
部
大
臣
に
お
い
て
専

門
学
校
入
学
に
関
し
中
学
校
若
し
く
は
高
等
女
学
校
卒
業
者
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
も
の
と
指
定
し

た
者

九
　
旧
実
業
学
校
卒
業
程
度
検
定
規
程
（
大
正
十
四
年
文
部
省
令
第
三
十
号
）
に
よ
る
検
定
に
合
格
し
た
者

十
　
旧
高
等
試
験
令
（
昭
和
四
年
勅
令
第
十
五
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
文
部
大
臣
が
中
学
校
卒
業
程
度
に
お

い
て
行
う
試
験
に
合
格
し
た
者

十
一
　
教
育
職
員
免
許
法
施
行
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
表
の
第
二
号
、
第

三
号
、
第
六
号
若
し
く
は
第
九
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
教
員
免
許
状
を
有
す
る
者
又
は
同
法
第
二
条
第
一
項
の
表

の
第
九
号
、
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
号
の
四
ま
で
、
第
二
十
一
号
若
し
く
は
第
二
十
三
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
資

格
を
有
す
る
者

十
二
　
前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
に
お
い
て
、
美
容
師
養
成
施
設
の
入
学
に
関
し
中
等
学
校

の
卒
業
者
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
も
の
と
認
定
し
た
者

第
八
条
　
改
正
法
附
則
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
民
学
校
の
高
等
科
を
修
了
し
た
者
又
は
旧
中
等
学
校
令
に

よ
る
中
等
学
校
の
二
年
の
課
程
を
終
わ
っ
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
旧
師
範
教
育
令
（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
百
九
号
）
に
よ
る
附
属
中
学
校
又
は
附
属
高
等
女
学
校
の
第
二
学
年

を
修
了
し
た
者

二
　
旧
盲
学
校
及
聾
唖
学
校
令
（
大
正
十
二
年
勅
令
第
三
百
七
十
五
号
）
に
よ
る
ろ
う
あ
学
校
の
中
等
部
第
二
学

年
を
修
了
し
た
者

三
　
旧
高
等
学
校
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
九
号
）
に
よ
る
高
等
学
校
尋
常
科
の
第
二
学
年
を
修
了
し

た
者

四
　
旧
青
年
学
校
令
（
昭
和
十
四
年
勅
令
第
二
百
五
十
四
号
）
に
よ
る
青
年
学
校
の
普
通
科
の
課
程
を
修
了
し

た
者

五
　
昭
和
十
八
年
文
部
省
令
第
六
十
三
号
（
内
地
以
外
の
地
域
に
於
け
る
学
校
の
生
徒
、
児
童
、
卒
業
者
等
の
他

の
学
校
へ
入
学
及
転
学
に
関
す
る
規
程
）
第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
及
び
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
国
民
学
校
の

高
等
科
を
修
了
し
た
者
、
中
等
学
校
の
二
年
の
課
程
を
終
わ
っ
た
者
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
と
同
一
の
取
扱

い
を
受
け
る
者

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
に
お
い
て
、
美
容
師
養
成
施
設
の
入
学
に
関
し
国
民
学
校
の

高
等
科
を
修
了
し
た
者
又
は
中
等
学
校
の
二
年
の
課
程
を
終
わ
っ
た
者
と
お
お
む
ね
同
等
の
学
力
を
有
す
る
と

認
定
し
た
者

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
〇
日
厚
生
省
令
第
五
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
美
容
師
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条
　
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
美
容
師
法
施
行
規
則
第
七
条
第
三
項
又
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
厚
生
大
臣
又
は
指
定
登
録
機
関
に
対
し
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
施
行
日
前
に
そ
の
手
続
が

さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
美
容
師
法
施
行
規
則
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
新
省
令
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新

省
令
第
七
条
第
三
項
中
「
処
分
を
行
っ
た
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
美
容
所
所
在
地
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
厚
生
省
令
第
七
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
五
日
厚
生
省
令
第
一
一
四
号
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
日
本
薬
局
方
ク
レ
ゾ
ー
ル
石
ケ
ン
液
を
保
有
す
る
美
容
所
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
美
容
師
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
消
毒
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
日
本
薬
局
方
ク
レ
ゾ
ー
ル
石
ケ
ン
液
を
使
用
す
る
場
合
に
限
り
、
器
具
を
十
分
に
洗
浄
し
た
後
、
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
前
の
美
容
師
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
第
八
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省
令
第
一
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
七
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
障
害
者
等
に
係
る
欠
格
事
由
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
医
師
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
七
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
第
一
号
及
び
第
三
条
第
二
項
の

改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
理
容
師
法
第
十
一
条
の
四
第
二
項
及
び
美
容
師
法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
て
い
る
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
理
容
師
法
施
行
規

則
及
び
美
容
師
法
施
行
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。

一
　
第
一
条
の
規
定
の
う
ち
理
容
師
法
施
行
規
則
様
式
第
一
か
ら
第
四
ま
で
の
改
正
規
定
、
第
四
条
の
規
定
、
第

五
条
の
う
ち
美
容
師
法
施
行
規
則
様
式
第
一
か
ら
第
四
ま
で
の
改
正
規
定
及
び
第
八
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第

四
条
、
第
五
条
、
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
の
規
定
　
こ
の
省
令
の
公
布
の
日

二
　
略

三
　
第
一
条
（
理
容
師
法
施
行
規
則
様
式
第
一
か
ら
第
四
ま
で
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第
五
条
（
美
容
師

法
施
行
規
則
様
式
第
一
か
ら
第
四
ま
で
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
の
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
及
び
第
十
二
条

の
規
定
　
平
成
三
十
年
十
月
一
日

四
　
第
二
条
及
び
第
六
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
二
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
　
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日

（
美
容
師
法
施
行
規
則
に
係
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条
　
第
二
号
施
行
日
前
に
美
容
師
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
を
受
け
た
美
容
師
養
成
施
設
に
お
い

て
美
容
師
に
な
る
の
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
開
始
し
た
者
で
あ
っ
て
、
昼
間
課
程
若
し
く
は
夜
間
課

程
に
お
い
て
平
成
三
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
又
は
通
信
課
程
に
お
い
て
平
成
三
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
当

該
知
識
及
び
技
能
を
修
め
終
わ
る
も
の
（
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
美
容
師
法
施
行
規
則
第
十
三
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
試
験
が
免
除
さ
れ
る
者
を
除
く
。
）
が
受
け
る
美
容
師
試
験
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
三
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
第
二
号
施
行
日
前
に
美
容
師
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
を
受
け
た
美
容
師
養
成
施
設
に
お
い
て
美
容

師
に
な
る
の
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
開
始
し
た
者
で
あ
っ
て
、
昼
間
課
程
又
は
夜
間
課
程
に
お
い
て

令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
当
該
知
識
及
び
技
能
を
修
め
終
わ
る
も
の
（
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
美
容
師
法
施
行
規
則
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
が
免
除
さ
れ
る
者
並

び
に
美
容
師
養
成
施
設
指
定
規
則
第
二
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
修
業
期
間
が
二
年
の
美
容
師
養
成
施
設
に

お
い
て
修
得
の
開
始
か
ら
二
年
の
間
に
当
該
知
識
及
び
技
能
を
修
め
終
わ
ら
な
い
者
並
び
に
令
和
二
年
十
月
一
日

か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
当
該
知
識
及
び
技
能
を
修
め
終
わ
る
者
で
あ
っ
て
修
業
期
間
が
三
年

の
美
容
師
養
成
施
設
に
お
い
て
修
得
の
開
始
か
ら
三
年
の
間
に
当
該
知
識
及
び
技
能
を
修
め
終
わ
ら
な
い
も
の
を

除
く
。
）
が
受
け
る
美
容
師
試
験
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
　
理
容
師
法
及
び
美
容
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
一
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
理
容
師
法
の
規
定
に
よ
る
理
容
師
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
者
に
つ

い
て
は
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
美
容
師
法
施
行
規
則
第
十
一
条
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
当
た
っ

て
は
、
理
容
師
法
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
を
受
け
た
理
容
師
養
成
施
設
に
お
い
て
理
容
師
法
施
行
規
則

第
十
一
条
前
段
に
規
定
す
る
期
間
以
上
理
容
師
に
な
る
の
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
て
い
る
者
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕

っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
一
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
九
六
号
）

（
施
行
期
日
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
八
月
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館

業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
美
容
師
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条
　
施
行
日
前
に
営
業
を
譲
り
受
け
た
者
に
係
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
美
容
師
法
施
行
規
則
第
十
九
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

様
式
第
１

様式第1 

  

  登録年月日 登 録 番 号   収入印紙貼付欄 

(消印しないこと) 

  

※ 

  

美容師免許申請書 

  
美容師試験合格の年月 年   月  合格番号 

    

  

  

質
問
事
項 

美容師免許を受けないで美容の業務を行ったことは   

  1 ない  2 ある 

 

 

・行った内容と期間 内容： 

          期間：    年 月 日～   年 月 日 

・このことによって、罰金刑を受けたことは 1 ない 2 ある( 年 月 日に処分を受けた) 

美容師免許の取消処分を受けたことは 

  1 ない  2 ある 

 

・処分された理由： 

・処分された年月日：    年  月  日 

  

  
本 籍 

(国 籍) 

都 道   

府 県   

  

ふりがな 

(氏) (名) 
(合格通知後氏名に変更がある場合は、現在の氏名) 

(氏)          (名) 

  

        

氏 名 

        

旧姓・通称名 
(併記を希望
する場合) 

        

生年月日 
1昭 和 
2平 成 
3令 和 

年   月   日 性
別 

1 男 

2 女 

  

  

  連 絡 先 

電 話 番 号 
        (     ) 

  

住 所 

郵便番号 
      

― 
          

       都 道 

       府 県 

※ 

 厚 生 労 働 大 臣 

 指定登録機関代表者 
殿 

 上記により、美容師免許を申請します。 

 申請日   年  月  日 

 備考  1 ※印欄には、記入しないこと。 

     2 該当する数字を○で囲むこと。 

     3 この申請書には、所定の登録免許税に相当する収入印紙又は領収証書を貼ること。 

       (領収証書は、裏面に貼ること。) 

     4 指定登録機関に申請する場合には、所定の手続により手数料を納付すること。 

     5 免許証(免許証明書)に旧姓の併記を希望する場合は、「旧姓・通称名」欄に旧姓を記入すること。 

     6 外国籍の方で、免許証(免許証明書)に通称名の併記を希望する場合は、「旧姓・通称名」欄に通称名を記入すること。 

     7 用紙の大きさは、A4とすること。 

様
式
第
２

様式第2 

  

  名簿訂正・書換え交付 
年 月 日 

登 録 番 号 
  収入印紙貼付欄 

(消印しないこと) 

  

※ 

  

美容師名簿訂正・免許証(免許証明書)書換え交付申請書 

  

免許証(免許証明

書)を交付した者 

1 大臣(指定登録機関代表者) 
登録

番号 
第       号 

登 録

年月日 

1 昭和 

2 平成 

3 令和 

年  月  日 

  

2 
都 道

府 県 
知事 

 変更が生じた事項 

  変 更 前 変 更 後   

  本 籍 

(国 籍) 

都 道   

府 県   

都 道   

府 県   

ふりがな 

(氏) (名) (氏) (名) 

        

氏 名 

        

旧姓・通称名 
(併記を希望す
る場合) 

        

生年月日 
1 昭 和 
2 平 成 
3 令 和 

年   月   日  
  

性 別 1 男    2 女 1 男    2 女 

変更の理由 1 氏の変更 2 名の変更 3 本籍の変更 4 性別の変更 5 その他(              ) 

  

  連 絡 先 

電 話 番 号 
        (     ) 

  

住 所 

郵便番号 
      

― 
          

       都 道 

       府 県 

※   

  厚 生 労 働 大 臣 

  指定登録機関代表者 
殿 

  上記により、美容師名簿訂正・免許証(免許証明書)書換え交付を申請します。 

  申請日   年  月  日 

 備考  1 ※印欄には、記入しないこと。 

     2 該当する数字を○で囲むこと。 

     3 この申請書には、所定の登録免許税に相当する収入印紙又は領収証書を貼ること。 

       (領収証書は、裏面に貼ること。) 

     4 指定登録機関に申請する場合には、所定の手続により手数料を納付すること。 

     5 免許証(免許証明書)に旧姓の併記を希望する場合は、「旧姓・通称名」欄に旧姓を記入すること。 

     6 外国籍の方で、免許証(免許証明書)に通称名の併記を希望する場合は、「旧姓・通称名」欄に通称名を記入すること。 

     7 用紙の大きさは、A4とすること。 
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様
式
第
３様式第3 

 

  

  消除年月日 ※   

 

美容師名簿登録消除申請書 

  

免許証(免許証明

書)を交付した者 

1 大臣(指定登録機関代表者) 
登録

番号 
第       号 

登 録

年月日 

1 昭和 

2 平成 

3 令和 

年  月  日 

  

2 
都 道

府 県 
知事 

  

  美容師名簿に登録されている者   

本 籍 

(国 籍) 

都 道   

府 県   

ふ り が な 

(氏) (名) 

    

氏 名 

    

生 年 月 日 

1 昭 和 

2 平 成 

3 令 和 

年   月   日 

消 除 理 由  1 死亡  2 失踪  3 その他(                          ) 

消除理由の生じた

年 月 日 
         年   月   日 

  

  申 請 者   

氏 名   
 登録されている者

との関係 
  

連 絡 先 

電 話 番 号 
        (     ) 

住 所 

郵便番号 
      

― 
          

       都道 

       府県 

※   

 厚 生 労 働 大 臣 

 指定登録機関代表者 
殿 

 上記により、美容師名簿の登録を消除されたく免許証(免許証明書)及び関係書類を添えて申請します。 

 申請日   年  月  日 

 備考  1 ※印欄には、記入しないこと。 

     2 該当する数字を○で囲むこと。 

     3 用紙の大きさは、A4とすること。 

様
式
第
４

様式第4 

  

  
再交付年月日 登 録 番 号 

  収入印紙貼付欄 

(消印しないこと) 

  

※ 

  

美容師免許証(免許証明書)再交付申請書 

  

免許証(免許証明

書)を交付した者 

1 大臣(指定登録機関代表者) 
登録

番号 
第       号 

登 録

年月日 

1 昭和 

2 平成 

3 令和 

年  月  日 

  

2 
都 道

府 県 
知事 

  
  

本 籍 

(国 籍) 

都 道  

府 県  

  

ふりがな 

(氏) (名) 

    

氏 名 

    

旧姓・通称名 

(併記を希望する場合) 

    

生年月日 

1 昭 和 

2 平 成 

3 令 和 

年   月   日 

性 別       1 男    2 女 

再交付の理由 1 紛失  2 破損  3 汚損  4 焼失  5 その他(                 ) 

  
  連 絡先 

電話番号 
        (     ) 

  

住 所 

郵便番号 
      

― 
          

       都道 

       府県 

※   

 厚 生 労 働 大 臣 

 指定登録機関代表者 
殿 

 上記により、関係書類を添えて免許証(免許証明書)の再交付を申請します。 

 申請日   年  月  日 

 備考  1 ※印欄には、記入しないこと。 

     2 該当する数字を○で囲むこと。 

     3 指定登録機関に申請する場合には、所定の手続により、手数料を納付し、収入印紙は貼らないこと。 

     4 免許証(免許証明書)に旧姓の併記を希望する場合は、「旧姓・通称名」欄に旧姓を記入すること。 

     5 外国籍の方で、免許証(免許証明書)に通称名の併記を希望する場合は、「旧姓・通称名」欄に通称名を記入すること。 

     6 用紙の大きさは、A4とすること。 
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様
式
第
５

様式第5 

 

収入印紙欄 
(消印しないこと) 

     美容師国家試験受験願書 

 

申込日 令和   年   月   日 

厚 生 労 働 大 臣 
             殿 
指定試験機関代表者 
 
下記により、国家試験を受験したいので、付属書類を添えて申し込みます。 

1 フリガナ                                 

  

(4.5cm×3.5cm) 

2 氏 名 

姓 名 

    

3 性 別  1 男 ・ 2 女 

4 生年月日 
  1 昭和 
  2 平成 
  3 令和 

年   月   日生   

5 受験票等送付先 

郵便番号       ―           (令和 年 月 日撮影) 

住 所 

  
都道

府県 
  

市 
区 
群 

  

6 連絡先電話番号 

携 帯     ―     ― 

自 宅     ―     ― 

勤務先     ―     ― 

7 筆記試験受験地 

 (都道府県名) 

  01北海道 02青森県………47沖縄県 

  (※ 受験会場が設置される都道府県名が記載されている。) 

8 実技試験受験地 

 (都道府県名) 

  01北海道 02青森県………47沖縄県 

  (※ 受験会場が設置される都道府県名が記載されている。) 

9 卒業又は在学中

の美容師養成施設 

養成施設名   

課 程   1 昼間 ・ 2 夜間 ・ 3 通信 

卒業(見込)年月 
1 昭和 
2 平成 
3 令和 

年  月 
 1 卒業 

 2 卒業見込 

10 手話又は介助  1 手話通訳   2 車椅子使用   3 歩行困難 

11 前回試験結果に

よる一部免除申請 
 1 筆記試験免除 2 実技試験免除  合格番号  第       号 

12 理容師免許所持

者の免除申請 
免許登録者 

1 

2 

      知事 

 厚生(労働)大臣 
免許登録番号  第       号 

 備考1．指定試験機関に申請する場合には、所定の手続により、受験手数料を納付し、収入印紙を貼
らないこと。 

   2．該当する数字を○で囲むこと。 
   3．用紙の大きさは、A4とすること。 
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